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◆排気補助装置の仕組み
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噴流による吸引方向

◆排気補助装置（吸引モード）の気流可視化
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※ 排気補助装置の給気量は、フード排気量の約1/40
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◆排気補助装置の仕様
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販売元

1m

排気補助装置（給気風量40m3/h）

キャノピー型排気フード（排気風量1554m3/h）

0.5m×0.5m
（面風速1.73m/s）

1m

排気補助装置（給気風量160m3/h）

キャノピー型排気フード（排気風量6216m3/h）

1m×1m
（面風速1.73m/s）

5000以上40003000200010000CO2濃度(ppm)

5000以上40003000200010000CO2濃度(ppm)

概略寸法外観 CFD解析によるCO2 濃度分布予測

CO2発生地点

CO2発生地点

概略寸法外観 CFD解析によるCO2 濃度分布予測

排気補助装置併用により、排気フード

のCO2捕集効率60％が94.3 ％に改善

排気補助装置併用により、排気フード

のCO2捕集効率60％が98.8 ％に改善

◆排気補助装置の導入効果

凹型吹出口(開口φ350mm)
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凹型吹出口(開口φ700mm)
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